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第二次世界大戦後（１９４８年～）
●日本全体の状況
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●中小企業の状況
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１９８０年～












●新たに考えなければならない、今後の課題


参考文献

中小企業金融と金融制度改革
中小企業が間接金融に大きく依存する経緯を考察





民間金融機関は軍需産業向け融資のための集金機関としての役割から解放されたが、融資のかなりの部分が不良債権化。


→　しかし、資金需要は旺盛でその多くは銀行に依存。


→　敗戦により、生産力の喪失、インフレによる国民の貯蓄低下、財閥解体、農地解放富裕層の壊滅から、証券に対する投資意欲は無かった。





⇒終戦直後は、日銀の信用供与に依存する銀行貸出が大きくなる。





戦後の中小企業は、特に資金不足が深刻になる。


戦前は無尽会社、信用組合があった。


→　しかし、少数資金融通組織では旺盛な資金需要に応えられなかった。


→１９５２年


無尽会社→相互銀行（預貸業務認める）


信用組合→信用金庫（員外貸付を認め、信用事業に特化）





⇒銀行に準じた中小企業専門金融機関








同時に政府系金融機関も設置されていった。





１９４９年　国民金融公庫


１９５０年　住宅金融公庫


１９５１年　日本開発銀行


１９５３年　農林漁業金融公庫


　　　　　　中小企業金融公庫




















中小企業専門金融機関、財政投融資計画という、


日本独特の官民による間接金融体制が整備される





敗戦後わずかな期間で…





中小企業の借入依存体質の恒常化までの経緯を考察





中小企業は大企業に比べて、自己資本充実が必要。


しかし、資本金規模が大きいほど自己資本比率が高く、資本規模が小さいほど自己資本彫りつが低くなっている。


（右図参照）





原因は…





１９８０年代からの大企業による直接金融へのシフト。


エクイティ・ファイナンスがブームになり、大企業の自己資本比率が上昇。


さらに、高度成長期以降の貯蓄の増大、経済の発展、海外取引の自由化、などの金融自由化の進展がみられ，これが特に大手金融機関の戦略の転換へ。





大企業は、資金調達の多様化を実現し、直接金融の割合を高めつつ自己金融力の向上を図ったが、大手金融機関はこれら企業の「銀行離れ」による収益低下に対応するため、優良中小企業を中心に貸出を拡大させていったのである











資本金規模が大きいほど借入比率が相対的に低下していることが分かる。





銀行の中小企業向け貸出額が約７割を占めるまでに増加したことが分かる。





流動比率が低い　+　固定比率の増加　→　中小企業は担保能力や経営の不安定さもあり、短期資金を必死で回転させていると考えられる。








借入金７割、内部資金３割


→　増資などによる資金調達の方法はされていない。





景気が悪くなれば、行政は政府系金融機関を通じて融資の充実や債務保証を行っている。





このようなことから





中小企業の借入依存になっていった。





・中小企業の資金調達の多様化


具体的には、金融機関からの借入だけでなく、社債や未公開株取引などの充実について調べていきたい。


長期的に借入以外の部分で、どのようなインフラ整備を行えば中小企業が資金調達がしやすくなるのか。





・金融機関からの借入（間接金融）、市場からの調達（直接金融）、二つの視点から考察していきたい。


・金融機関からの借入は動産担保や電子債権など。


・市場からの調達では、CLOや社債、など。








